
アートの楽しみ方に王道はありません。まずはどんな形でもいいから、自分の身近な場所、好きな空
間でアートを楽しむ場を探しましょう。

アートを身近に楽しもう！その1

よくわからないけど、なんだか惹かれてしまう作品がある。そんなあなたは、もうアートに出会っ
ています。想像力を働かせながら、作品との対話を楽しみましょう。

「よくわからない」も大事です！その2　

みんなでワイワイいいながらご飯を食べると幸せになるように、作品から感じたことを誰かと共有し
てみてください。思いもよらなかった発見があるかも！

経験を分かち合おう！その3　

プライベート美 術 館の心 得  三 カ条

プ ラ イ ベ ー ト
美 術 館 ガ イ ド
プ ラ イ ベ ー ト
美 術 館 ガ イ ド
2 0 1 7

おしえて！プラ美の魅力お店の方に聞いてみました

プラ美作品はこうして生まれる！出展者さん訪問

時代の記録者、松本紀美代さんと写真ルポルタージュ

プライベート美 術 館とは？

プラ美スタッフの思い出

奈 良 を 味 わ う た め に

第32回国民文化祭・なら2017
第17回全国障害者芸術・文化祭なら大会

プライベート美術館は、公募によって集まった奈良県内の障害のある人のアート作品を、日常のなか

で楽しむプロジェクトです。これまで、近鉄奈良駅周辺の店舗等で展示をしてきましたが、今年は「第

32回国民文化祭・なら2017」「第17回全国障害者芸術・文化祭なら大会」の開催にあわせ規模を拡

大し、県内70ヶ所で約380点の作品展示を行います。是非、まち歩きとともに、お楽しみください！

第17回全国障害者芸術・文化祭実行委員会事務局  プライベート美術館担当
〒630-8044 奈良市六条西3-25-4　一般財団法人たんぽぽの家内
Tel: 0742-43-7055　Fax:0742-49-5501　E-mail: happyspot@popo.or.jp

橿原エリア 八木札の辻／今井町 のみ
2017.10.27(金)⇒11.5(日)
＊展示時間は各店舗等の営業時間に準じます。

2017.11.1(水) 15 (水)
※一部をのぞく

近鉄奈良駅周辺店舗、ほか県内各地

プライベート美術館

お問合せ先

2015年度プライベート美術館 展示風景　会場：ボリクコーヒー　作品： 新 隆治 「33番街」



　
何
も
な
い
壁
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絵
を
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け
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だ
け
で
、
魔

法
が
か
け
ら
れ
た
よ
う
に
場
の
雰
囲
気
が
生
ま
れ

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
美
術

館（
以
降
、「
プ
ラ
美
」と
省
略
。）は
、
こ
の
よ
う

な
ア
ー
ト
の
醍
醐
味
を
日
常
の
な
か
で
楽
し
む
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
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仕
組
み
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と
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も
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ン

プ
ル
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す
。

①
障
害
の
あ
る
人
の
作
品
を
公
募
し
、
数
日
間
、

一
ヶ
所
に
ま
と
め
て
展
示
し
ま
す
。こ
れ
を「
お

見
合
い
展
示
」と
い
い
ま
す
。

②
作
品
の
展
示
を
希
望
す
る
店
舗
の
オ
ー
ナ
ー
や

ス
タ
ッ
フ
が
お
見
合
い
展
示
に
来
場
し
、
展
示

し
た
い
作
品
を
決
め
ま
す
。

③
展
覧
会
期
に
各
店
舗
に
作
品
を
展
示
し
、
多
く

の
お
客
様
に
作
品
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

　
プ
ラ
美
は
、
仕
組
み
は
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、
見

立
て
は
壮
大
で
す
。
町
全
体
を
一
つ
の
大
き
な
美

術
館
に
見
立
て
、
町
に
暮
ら
す
人
や
町
行
く
人
が

美
術
館
の
お
客
さ
ん
に
な
り
ま
す
。
権
威
あ
る
誰

か
が
決
め
た
基
準
で
は
な
く
、
町
の
人
が
自
分
自

身
の
目
を
通
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
の
表
現
を
楽

し
む
。
そ
し
て
お
店
の
人
は
町
の
学
芸
員
と
し

て
、
自
分
た
ち
の
空
間
を
一
つ
の
展
示
室
と
と
ら

え
、
見
に
来
た
お
客
さ
ん
が
よ
り
楽
し
め
る
よ
う

展
示
を
工
夫
し
ま
す
。

　
近
代
的
な
美
術
館
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
き
っ
か

け
に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
王

侯
貴
族
が
自
分
の
屋
敷（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
）で

楽
し
ん
で
い
た
美
術
品
を
市
民
が
奪
取
し
、
公
共

空
間
で
、
誰
も
が
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が

美
術
館
と
い
う
制
度
で
し
た
。
美
術
館
の
誕
生
は

市
民
と
と
も
に
あ
り
ま
し
た
。
プ
ラ
美
は
、
こ
の

根
本
的
な
思
想
を
現
代
の
奈
良
に
よ
み
が
え
ら
せ

よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
冊
子
は
様
々
な
角
度
か
ら
プ
ラ
美
の
全
体

像
に
迫
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
プ
ラ
美
は
近
鉄
奈
良

駅
周
辺
の
店
舗
を
中
心
に
展
開
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
奈
良
県
内
の
社
寺
に
も
ご
協
力
い

た
だ
く
な
ど
、
地
域
的
に
も
会
場
ジ
ャ
ン
ル
的
に

も
ぐ
ん
と
規
模
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
奈
良
の
ま

ち
歩
き
の
お
供
と
な
る
プ
ラ
美
マ
ッ
プ
と
と
も
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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ラ
イ
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ー
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美
術
館
と
は
？

プライベート美術館
会場案内マップ（2017）

02 01

プライベート美術館は、公募によって集まった奈良県
内の障害のある人のアート作品を、日常のなかで楽し
むプロジェクトです。これまで、近鉄奈良駅周辺の店
舗等で展示をしてきましたが、今年は、「第32 回国民文化祭・な
ら2017」「第17 回全国障害者芸術・文化祭なら大会」の開催に
あわせ規模を拡大し、県内70ヶ所で約380点の作品展示を行い
ます。是非、まち歩きとともに、お楽しみください！

プライベート
美術館

＊展示時間は各店舗等の営業時間に準じます。

プライベート美術館以外にも様々な催し物があります。
ぜひ多くの催しにご来場ください。

「ラスコーの洞窟壁画のオマージュ」（制作途中）山野将志

カフェかてとでの前回の展示風景
「フューチャーシティへようこそ」 菰池みゆき

第17回 全国障害者芸術・文化祭なら大会

一部をのぞく

橿原エリア 八木札の辻／今井町 のみ
2017.10.27(金)⇒11.5(日)

近鉄奈良駅周辺店舗、ほか県内各地

第32回国民文化祭・なら2017
第17回全国障害者芸術・文化祭なら大会

2017.11.8 (水)⇒15 (水)  無料
奈良県文化会館　9:00～18:00

「奈良県障害者芸術祭 HAPPY SPOT NARA」過去6年間
の芸術祭で実施された取組みの一部を振り返ります。気
鋭の写真家と県内の障害のある人たちとの新作も展示。

HAPPY SPOT FUTURE

2017年7月に開催された、アートを通した障害のある
人とない人の交流を目的とした3つのワークショップ。
その様子を作品や記録写真とともに振り返ります。

オープンアートワークショップ・なら 報告展

 ’美しい’と’しあわせ’の在り処 ～個人コレクターの所蔵品によるエイブル・アート展～
2017.10.31（火）⇒11.5（日） アートスペース上三条（奈良市上三条4）
主催:川上文雄（特定非営利活動法人エイブル・アート・ジャパン会員）
共催:特定非営利活動法人エイブル・アート・ジャパン　TEL:03-5812-4622

 日本ろう者劇団 手話狂言ワークショップ＆小公演
障害のあるなしにかかわらず楽しめる、狂言のセリフを手話と声で表現する手話狂言。

「ワークショップ」 11.10（金） 15:00～、11.11（土） 13:30～（各回同じ内容です）
奈良県文化会館多目的室  料金:無料

「ミニ公演」 11.11（土） 10:30～  奈良県文化会館小ホール  料金:500円
プログラム:手話狂言『附子』（ぶす）、サインマイム公演 など。
主催:社会福祉法人トット基金 アーツサポ東京　TEL:03-3779-0206

 全国連携展  各地域一押しの障害者芸術作品が奈良に集合!
 ①2017.11.7（火）⇒12（日） 10:00～18:00 奈良県文化会館 
出展団体：平成29年度障害者芸術文化活動普及支援事業採択団体

 ②:2017.11.23（木・祝）⇒25（土） 9: 00～17: 00 奈良県文化会館 
出展団体「第17回全国障害者芸術・文化祭なら大会」サテライト開催事業採択都道府県

 日・中・韓 パラアート‐書 なら展  11.23（木・祝）⇒30（木） きらっ都・奈良2階スペース（奈良市橋本町3-1）
「2017 アジア・パラアート-書-TOKYO国際交流展」の一部を奈良で展示。

主催：公益財団法人日本チャリティ協会　TEL:03-3341-0803

 全国障害者作品展・奈良県障害者作品展
全国障害者作品展  2017.11.23（木・祝）⇒25（土）  9:00～17:00  奈良県文化会館  無料
奈良県障害者作品展  2017.11.23（木・祝）⇒28（火）＊27(月)は休館  9:00～17:00  奈良県文化会館  無料

プライベート美術館の楽しみ方

プライベート美術館は作品を見るためだけのものではありません。

例えば、カフェでは珈琲を飲みながら、

雑貨屋さんでは、かわいらしい雑貨を選びながら、

作品を楽しむことができます。

普通の美術館では経験できない楽しみ方があります。

その１

お店全体を楽しもう！

秋は奈良一番の観光シーズン。

もしお店が混雑していて他のお客さんでいっぱいだったら、

無理をせず、時間をずらして再入店してみてください。

その３
マナーは守ろう！

作品の魅力を周りの人と語り合ってみてください。

もちろんひとり静かに自分のなかで作品を心ゆくまで味わうのも素晴らしいことです。

そしてできたら語り合ったこと味わったことを感想カードに書いて、

作家やお店の方に思いを伝えてください。

その２

作品を前にして語り合おう！

奈良市山添村

宇陀市曽爾村

御杖村

東吉野村

生駒市

平群町大和郡山市

天理市

桜井市

吉野町

三郷町

王寺町

香芝市

斑鳩町
安堵町

大淀町

下市町

五條市

吉野町高取町
明日香村

橿原市
大和高田市

吉野町

黒滝村

上北村

広陵町

上牧町
田原本町

三宅町
川西町 河合町

野迫川村

十津川村
下北山村

川上村

天川村

はならぁと ぷらす ※展示期間 2017.10.27（金）⇒11.5（日）
橿原エリア（八木札の辻／今井町）で、プライベート美術館を開催しています！

☎0742-45-4630
●奈良市菅原町508
●9：00～16：00
●要拝観料（障害者割引有り  介助者1名まで割引）
　段差あり

喜光寺

☎0742-22-6287
●奈良市般若寺町221
●9：00～17：00
●要拝観料（障害者割引有り  本人のみ）
　段差あり

般若寺

☎0742-22-5278
●奈良市法蓮町517
●9：00～17：00
●要拝観料（障害者割引  無し）
　段差あり

不退寺

☎0742-33-2261
●奈良市法華寺町 882
●9：00～17：00
●要拝観料（障害者割引有り  本人のみ）
　段差あり

法華寺

☎0743-66-1051
●天理市柳本町508
●9：00～17：00
●要拝観料（障害者割引有り  本人のみ）
　段差あり

長岳寺

☎0744-43-0005
●桜井市下692
●9：00～16：30
●要拝観料（障害者割引有り  本人のみ）
　段差あり

聖林寺

☎0744-49-0001
●桜井市多武峰319
●8：30～17：00
●要拝観料（障害者割引有り  介助者1名まで割引）
　段差あり

談山神社

☎0742-33-5765
●奈良市法華寺北町897
●9：00～16：30
●要拝観料（障害者割引有り  本人のみ）
　段差あり

海龍王寺※展示期間 11.15（水）⇒22（水）

カフェ  Good Job coffee
☎0745-44-8229
●香芝市下田西2-8-1 
●11：00～17：00（月～土曜日）
●定休日：日曜日・祝日

カフェ  Ｍｏｎstｅrａ
☎0745-51-7107
●香芝市磯壁1-1057-3
●9：00～18：00（火～土曜日）
●定休日：日曜日・祝日・月曜日

食堂  ふれあいキッチンＳＯＲＡ
☎0745-76-8708
●香芝市逢坂1-374-1
●営業、定休日等確認

カフェ  どろんこ畑 かてと
☎0747-52-6660
●吉野郡下市町栃原2303-8
●11:00～15:30（月～金曜日）
●定休日：土曜日・日曜日・祝日

ホテル  十津川温泉ホテル昴
☎0746-64-1111
●吉野郡十津川村大字平谷909-4

弁当販売  まんぷくキッチン
☎0746-67-0141
●吉野郡十津川村野尻160
●10:00～16:00（月～金曜日）
●定休日：土曜日・日曜日・祝日

カフェ  Ｃａｆｅ ＳＵＮ ＷＯＯＤ
☎0743-87-2012
●山辺郡山添村三ケ谷1812-1
●9：00～17：00（L.O.16：30 火～日曜日）
●定休日：月曜日

シェアオフィス  オフィスキャンプ東吉野
☎0746-48-9005
●吉野郡東吉野村小川610-2
●10:00-17:00(木～月)
●休業日：火・水曜日

ホテル  湯盛温泉ホテル杉の湯
☎0746-52-0006
●川上村迫695

今年のプライベート美術館は奈良県全域で行います。
東部・南部エリア 社寺

近鉄奈良駅周辺の情報は
中面をご覧下さい。

同時期開催しています！

「奈良・町家の芸術祭 はならぁと」

☎0742-43-7055　時間：10:00～16:00

◯はならぁと とは
『奈良･町家の芸術祭 はならぁと』は､地域価値の発掘作業を通して、
奈良県の豊かな文化や暮らしを過去から未来に繋ぐ､今ここから発信するアートプロジェクトです｡
http://hanarart.jp/2017/

県下一品！ アートな、福祉。
奈良県内の障害福祉施設から選りすぐった、社会を豊か
にするユニークなグッズや食べ物、活動などを、見る人を
HAPPYにするストーリーとともに展示します。

東アジア障害者アート展
～イメージとスピリチュアリティ：表現に宿る霊性～
本展覧会では、日本・中国・韓国の障害のある人たちの
各国さまざまな表現を伝えるとともに、それらの作品の
根源に流れている共通の美意識を浮かび上がらせます。

モノが物語る意匠の文化史
人は何を思い、何をかたちにしたのか。はにわや古代の
お面といった遺物と、現代の障害のある人の芸術作品あ
わせて展示し、そこに現れる「記憶のDNA」を探します。

2017.11.7 (火)⇒12 (日)  無料
奈良県文化会館　9:00～18:00

第17回全国障害者芸術・文化祭実行委員会事務局
〒630-8044  奈良市六条西3-25-4 財団法人たんぽぽの家内

Tel. 0742-43-7055　Fax. 0742-49-5501　E-mail  happyspot@popo.or.jp

 お問合せ先
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。
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が
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。
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人
的
に
障
害
の
あ
る
人
の
作
品
は
以
前
か
ら
興

味
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
見
合
い
展
示
で
は
好

み
で
選
ん
で
し
ま
い
そ
う
に
な
る
の
を
ぐ
っ
と
抑

え
て
、
こ
れ
は
あ
そ
こ
に
置
く
と
お
も
し
ろ
い
か

も
！
な
ど
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
選
ば

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
当
店
で
す
と
、
お
も
ち
ゃ

の
中
に
展
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
作
品

や
そ
の
空
間
の
魅
力
が
ア
ッ
プ
す
る
お
互
い
の
相

乗
的
な
関
係
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
恐
竜
コ
ー
ナ
ー
に
恐
竜
の
作
品
が
あ
っ

た
り
、
カ
ラ
フ
ル
な
ド
イ
ツ
の
木
の
お
も
ち
ゃ
た

ち
と
同
化
し
て
み
た
り
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
素
材
の

作
品
は
外
光
が
あ
た
る
場
所
に…

。
展
示
中
は
、

作
家
さ
ん
が
来
店
さ
れ
る
こ
と
も
楽
し
み
の
ひ
と

つ
で
す
。
そ
こ
で
は
じ
め
て
、
こ
ん
な
人
が
描
い

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
だ
！
と
わ
か
る
ん
で
す
よ

ね
。
作
家
さ
ん
と
仲
良
く
な
っ
て
、
絵
を
見
た
あ

と
、
店
内
で
一
緒
に
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
一
戦
、
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

初
年
度
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
年
々
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
増
え
て
き
て
、
作
品
を
選
ぶ
だ
け
で
も
楽
し

い
で
す
ね
。
作
品
は
な
る
べ
く
、
店
内
に
合
う
も

の
を
選
ん
で
い
ま
す
。
お
客
様
に
、
調
和
の
と
れ

た
空
間
だ
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
。
お
客

様
に
は
で
き
る
だ
け
話
し
か
け
、
企
画
や
作
品
の

こ
と
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
ま
す
。
作
品
を
通
し

て
、
あ
た
た
か
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
け
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
ス
タ
ッ

フ
に
伝
え
て
い
る
の
で
す
が
、
お
客
様
は
お
菓
子

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
で
あ
る「
影
」の

部
分
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
芸
術

作
品
も
同
じ
で
、「
良
い
な
」と
感
じ
る
作
品
は
も

の
自
体
で
は
な
く
、
隠
さ
れ
た
影
の
部
分
の
魅
力

が
大
き
い
。
障
害
の
あ
る
人
の
作
品
は
、
よ
り
そ

の
部
分
が
強
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
企
画
を
通
し

て
、
そ
う
い
っ
た
価
値
観
が
評
価
さ
れ
る
世
の
中

に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

前
回
か
ら
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
実
は
７
年
前

の
初
回
の
時
に
も
お
声
が
け
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
都
合
が
つ
か
ず
見
送
る
こ
と
に
。
そ
の
後
も
、

知
り
合
い
の
参
加
店
舗
さ
ん
か
ら
話
を
聞
い
て
興

味
は
持
っ
て
い
て
、
ご
縁
が
重
な
り
昨
年
か
ら
参

加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
作
品
を
選
べ
る
面

白
さ
が
あ
る
し
、
こ
の
企
画
だ
か
ら
こ
そ
出
会
え

る
お
客
さ
ん
も
い
る
し
、
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
前
回
は
２
階
の
ス
ペ
ー
ス
に
飾
っ
て
み
た
の

で
す
が
、
今
回
は
色
々
工
夫
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

ど
う
し
て
も
、
普
段
か
ら
店
内
に
あ
る
絵
と
思
わ

れ
が
ち
。
作
品
を
一
か
所
に
集
め
て
コ
ー
ナ
ー
に

す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
お
食
事
し
な
が
ら
見
え

る
場
所
の
ほ
う
が
い
い
の
か
。
他
の
店
舗
さ
ん
の

展
示
も
気
に
な
り
ま
す
ね
。
マ
ッ
プ
の
存
在
が
大

き
く
て
、
こ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
お
客
さ
ん
が
巡

り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
参
加
の
間
口
は
広
く
し

て
、
ま
だ
知
ら
な
い
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
お
見
合
い
展
示
会
場
に
伺
う
と
き
は
ド
キ

ド
キ
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
も
つ
固
定
観

念
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
雰
囲
気
に
魅
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
作
品
は
、
い
つ
も
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
選
ん
で
い
ま
す
。
傾
向
と
し
て
は
、
抽
象
的
な

も
の
が
多
い
で
す
ね
。
好
き
な
絵
を
選
ぶ
う
ち
、

気
づ
か
ず
に
、
昨
年
と
同
じ
作
家
さ
ん
を
選
ん
で

い
る
こ
と
も
。一
見
な
に
か
分
か
ら
な
い
絵
で
、「
馬

か
な
？
」と
思
っ
て
タ
イ
ト
ル
を
み
た
ら
、
や
っ
ぱ

り
馬
だ
っ
た
。
そ
の
作
家
さ
ん
と
感
性
が
通
じ
合
う

瞬
間
が
あ
る
の
が
楽
し
い
で
す
。
う
ち
は
本
屋
な
の

で
店
内
に
文
字
や
画
像
の
情
報
量
が
多
い
で
す
。
作

品
が
埋
も
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い

ま
す
。
今
年
も
、
実
際
に
作
品
が
う
ち
に
来
て
、
ど

ん
な
展
示
に
な
る
か
楽
し
み
で
す
。
大
勢
の
方
に
見

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山戸旬人さん 
℡ 0742-31-3813
奈良市東向北町6
11:00 ～ 16:00(LO15:30), 
17:00 ～21:00(LO20:30)
定休日：水・木曜日

1

さ
く
ら
バ
ー
ガ
ー

古
都
・
奈
良
に
は
文
化
を
愛
し
文
化
を
支
え

る
お
店
が
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
美

に
参
加
し
て
い
る
お
店
の
方
に
、
プ
ラ
美
の

魅
力
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

プ
ラ
美
の
魅
力

お
し
え
て！

お店の方に聞いてみました

吉田真弓さん
℡ 0742-23-2030
奈良市西木辻町211
9:30 ～20:00
定休日：水曜日

2

よ
し
だ
Ｔ
Ｏ
Ｙ 

Ｓ

喜多誠一郎さん
℡ 0742-22-8899
奈良市中院町22-3
9:00 ～ 18:00
定休日：なし

か
し
や

3

萬
御
菓
子
誂
處 

樫
舎川岸泰子さん

℡ 0742-22-5050
奈良市花芝町16
9:30 ～ 19:00
定休日：日曜日

5

ベ
ニ
ヤ
書
店

松本吉高・よしえご夫妻
℡ 0742-26-8834
奈良市紀寺町954
11:00 ～ 19:00(LO18:00), 
2F作品展～18:00
定休日：水曜日（祝日の場合営業）

4

よ
つ
ば
カ
フ
ェ
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羽
島
琉
之
介
さ
ん
は
、
紙
と
ペ
ン
が
目
に
入
っ

た
ら
描
い
て
い
る
ら
し
い
。
描
き
は
じ
め
は
幼
稚

園
の
年
少
の
３
歳
の
頃
で
、
当
時
は
ク
レ
ヨ
ン
を

持
ち
歩
い
て
い
た
。
初
め
て
描
い
た
の
は
ウ
ォ
ル

ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ロ
ゴ
。
お
城
な
ど
も
描
い
て
い

た
。
し
か
し
今
は
カ
ラ
ー
ペ
ン
を
好
み
、
ク
レ
ヨ

ン
や
色
鉛
筆
も
好
き
で
は
な
い
そ
う
。
理
由
は
、

カ
ス
が
出
て
汚
れ
る
の
が
嫌
だ
か
ら
。

　
作
品
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い
て
、
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
が
１
冊
あ
れ
ば
、
１
枚
１
枚
に
大
事

に
丁
寧
に
描
い
て
い
く
。
さ
ら
に
お
気
に
入
り

の
絵
を
表
紙
に
す
る
た
め
に
、
紙
を
重
ね
て
マ

ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
で
綴
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
ら
し
い
。

　
い
つ
で
も
沢
山
楽
し
く
描
い
て
い
る
が
、
と

き
に
は
描
き
な
お
す
こ
だ
わ
り
も
あ
る
。
た
だ

こ
れ
は
、
彼
の
通
う
事
業
所「
ぐ
る
ん
ぱ
」で
の

こ
と
。
家
で
は
あ
ま
り
描
か
な
い
そ
う
だ
。

　
去
年
の
作
品
は
白
の
画
用
紙
に
カ
ラ
フ
ル

だ
っ
た
が
、
今
年
は
黒
の
画
用
紙
に
白
だ
け
で
描

か
れ
て
い
る
。
黒
に
白
で
描
く
こ
と
が
全
く
違
っ

て
お
も
し
ろ
い
よ
う
だ
。
ま
た
、
み
ん
な
で
楽

し
く
描
く
の
も
好
き
だ
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
ア
イ

デ
ア
で
一
人
で
描
き
は
じ
め
た
ら
そ
れ
も
楽
し

く
な
っ
た
よ
う
だ
。

　
画
材
や
技
法
を
ち
ょ
っ
と
変
え
て
、
障
害
の

あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
子
独
自
の
能
力

を
伸
ば
し
た
い
・
何
で
も
経
験
さ
せ
た
い
と
い

う
ス
タ
ッ
フ
と
親
御
さ
ん
の
大
事
な
思
い
も
こ

め
ら
れ
た
作
品
は
、
今
年
も
喜
び
と
驚
き
の
声

を
呼
び
そ
う
だ
。

　
小
学
１
年
生
の
頃
か
ら
絵
を
描
き
始
め
る
。
小

学
校
の
頃
よ
り
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
受
賞
、
最
近
で

は
展
覧
会
な
ど
に
も
積
極
的
に
出
展
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
作
品
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
佳
那

さ
ん
の
成
長
に
あ
わ
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
画
材
や
技

法
が
試
さ
れ
て
お
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
作

品
に
驚
い
た
。

　
今
回
応
募
さ
れ
た
作
品
の
中
に
、「
ス
ザ
ク
が
見

て
る
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
可
愛
ら
し
い
犬
の
絵
が

あ
る
。
こ
れ
は
佳
那
さ
ん
が
小
学
５
年
生
の
秋
に
描

い
た
作
品
だ
と
い
う
。
生
ま
れ
て
間
も
な
い
ス
ザ
ク

が
仲
川
家
に
や
っ
て
き
た
の
が
そ
の
年
の
春
。
そ
れ

ま
で
犬
を
怖
が
っ
て
い
た
の
が
嘘
の
よ
う
に
佳
那
さ

ん
は
ス
ザ
ク
の
世
話
を
は
じ
め
た
。
朝
夕
欠
か
さ
ず

散
歩
に
出
か
け
、
ご
近
所
の
方
々
に
も
元
気
よ
く
ご

挨
拶
。
ス
ザ
ク
を
通
じ
て
ご
く
自
然
に
佳
那
さ
ん
と

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
。

　
受
賞
作
品
以
外
に
も
、
素
敵
だ
な
と
思
う
作
品
は

あ
る
と
、
お
母
さ
ん
の
と
も
み
さ
ん
は
言
う
。
そ
の

中
の
一
枚
、
幼
い
頃
に
描
い
た
鳥
の
絵
に
惹
き
つ
け

ら
れ
た
。
そ
の
鳥
は
怒
っ
て
い
る
。
笑
う
ス
ザ
ク
に

怒
る
鳥
。
人
、
動
物
、
花…

佳
那
さ
ん
の
絵
に
は
表

情
が
あ
る
。
佳
那
さ
ん
は
線
で
対
象
の
輪
郭
を
追
い

か
け
る
よ
り
も
、
色
面
を
大
胆
に
重
ね
て
表
情
に
奥

行
き
を
も
た
せ
る
こ
と
が
得
意
の
よ
う
だ
。
大
人
に

な
り
抽
象
度
の
増
し
た
絵
の
中
に
も
そ
の
特
長
は
活

か
さ
れ
て
い
る
。
佳
那
さ
ん
の
絵
は
成
長
し
、
変
化

し
て
い
る
。
し
か
し
変
化
の
な
か
に
不
変
の
佳
那
さ

ん
も
い
る
。
今
後
も
成
長
が
期
待
さ
れ
る
楽
し
み
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
一
人
だ
。

一
口
に
障
害
の
あ
る
人
の
作
品
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
千
差
万
別
の
個
性
が
あ
り
、
魅
力
が

あ
り
ま
す
。
お
二
人
の
出
展
者
の
お
宅
と
ア
ト

リ
エ
を
訪
問
し
、
作
品
制
作
に
ま
つ
わ
る
話
を

伺
い
ま
し
た
。

１ 

一
昨
年
度
出
展
作
「
ダ
リ
ア
」の
展
示
風
景
。
カ
フ
ェ
「
は
な

や
北
川
」に
て
。　

２ 

今
年
度
出
展
作
「
ス
ザ
ク
が
見
て
る
」　

３ 

絵
本
『
お
と
な
し
い
め
ん
ど
り
』を
読
ん
で
描
い
た
絵
。
最
後

に
皆
を
一
喝
す
る
め
ん
ど
り
の
姿
。

１ 

今
年
度
出
展
作
「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ベ
イ
ビ
ー
」

２ 

昨
年
度
出
展
作
「
ま
ち
」

「
ぐ
る
ん
ぱ
」の
み
な
さ
ん
。
上
牧
町
の
若
い
事
業
所
で
、
プ
ラ

美
に
は
昨
年
度
初
参
加
。
二
度
目
と
な
る
今
回
も
多
く
の
応
募

が
あ
っ
た
。

出展者さん訪問

プ
ラ
美
作
品
は

こ
う
し
て

生
ま
れ
る
！

仲
川
佳
那
さ
ん　

21
歳

羽
島
琉
之
介
さ
ん  

16
歳

聞
き
手　

G
ood Job!

セ
ン
タ
ー
香
芝
・
半
田
朱
実　

手
本
の
線
を
迷
い
な
く
正
確
に
写
し
取
る

愛
犬
ス
ザ
ク
と
一
緒
に

1

1

2

32

聞
き
手　

一
般
財
団
法
人
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
・
後
安
美
紀

写
真
提
供　

仲
川
と
も
み
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プ
ラ
美
に
参
加
す
る
全
て
の
会
場
を
回
っ
て
い
る
方
が
い
る
。
そ
の
方
の

お
名
前
は
松
本
紀
美
代
さ
ん
と
い
う
。
松
本
さ
ん
は
一
九
四
〇
年
生
ま
れ
。

奈
良
で
生
ま
れ
育
っ
た
。
戦
前
、
戦
後
の
昭
和
の
奈
良
を
知
っ
て
い
る
世
代

の
方
だ
。
カ
フ
ェ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
上
三
条
」の
お
客
さ
ん

の
お
一
人
で
、
な
ら
ま
ち
に
お
住
ま
い
だ
と
い
う
。
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ご
紹

介
に
よ
り
実
際
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
去
年
の
プ
ラ
美
を
撮
っ
た
ア
ル
バ
ム
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
ご
本
人
は
何

も
語
ら
ず
と
も
、
ア
ル
バ
ム
そ
の
も
の
が
圧
巻
の
情
報
量
を
持
っ
て
い
た
。

１
番
目
の
お
店
か
ら
最
後
48
番
目
の
お
店
を
順
番
に
丁
寧
に
フ
ァ
イ
ル
し
て

あ
る
。
一
つ
の
お
店
に
つ
き
、
展
示
さ
れ
た
絵
の
様
子
だ
け
で
は
な
く
、
お

店
の
看
板
や
、食
べ
た
も
の
、気
に
な
る
商
品
の
写
真
、時
に
は
お
店
の
レ
シ
ー

ト
ま
で
、
見
開
き
い
っ
ぱ
い
に
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
て
レ
イ
ア
ウ
ト
し

て
あ
っ
た
。
ア
ル
バ
ム
を
開
く
だ
け
で
、
楽
し
い
。
冬
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
ぶ
っ

き
ら
ぼ
う
に
も
見
え
る
奈
良
の
佇
ま
い
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。
自
分
は
ま
だ

行
っ
た
こ
と
も
な
い
の
に
、
な
ん
だ
か
わ
く
わ
く
し
た
。

　
松
本
さ
ん
は
、た
い
て
い
は
一
人
で
お
店
め
ぐ
り
を
し
て
い
る
と
い
う
。

常
連
の
お
店
だ
け
を
ひ
い
き

す
る
の
で
は
な
く
、
プ
ラ
美

を
き
っ
か
け
に
自
分
の
知
ら

な
い
お
店
に
行
く
の
も
楽
し

み
の
一
つ
だ
そ
う
だ
。
出
展

者
に
知
り
合
い
は
い
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
ど
の
作
品
に

も
同
じ
よ
う
に
向
き
合
え
る

の
が
、
自
分
の
絵
の
見
方
の

特
徴
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ

し
て
記
録
に
残
す
。
ア
ー
ト

ス
ペ
ー
ス
上
三
条
さ
ん
は
、

「
こ
れ
は
な
か
な
か
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
。
松
本
さ
ん

は
時
代
の
記
録
者
な
の
で

す
。」と
言
う
。

　
松
本
さ
ん
と
カ
メ
ラ
の
付

き
合
い
は
長
い
。
10
歳
年
上
の
お
兄
さ
ん
の
カ
メ
ラ
を
借
り
て
、
中
学
生
か

高
校
生
の
と
き
か
ら
写
真
を
撮
っ
て
い
た
。
結
婚
し
て
か
ら
も
カ
メ
ラ
を
持

ち
、
お
子
さ
ん
と
出
か
け
た
場
所
を
撮
っ
て
い
た
。
当
時
、
松
本
さ
ん
の
撮
っ

た
写
真
は『
写
真
ア
ル
バ
ム
奈
良
市
の
昭
和
』（
樹
林
社
）に
も
収
め
ら
れ
て
い

る
。
昭
和
49
年
の
押
熊
町
の
レ
ン
ゲ
畑
な
ど
、
今
で
は
な
か
な
か
お
目
に
か

か
れ
な
い
光
景
の
写
真
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
松
本
さ
ん
の
撮
る
写
真
に
は
、
一
瞬
の
美
を
と
ら
え
て
や
ろ
う
、
時
代

を
記
録
し
て
や
ろ
う
と
い
う
気
合
や
、
構
え
た
と
こ
ろ
が
一
切
な
い
。
し
か

し
松
本
さ
ん
と
い
う
存
在
、
集
合
し
た
写
真
群
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
も
の
語

り
が
聞
こ
え
て
く
る
。
私
は
確
か
に
そ
こ
に
い
て
、
そ
れ
を
見
た
の
だ
と
い

う
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
美
術
館
は
、
町
全
体
を
美
術
館
に
見
立
て
た
壮
大
な
試
み

で
す
よ
ね
。」と
最
初
に
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
上
三
条
さ

ん
だ
っ
た
。
そ
し
て
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
語
り
合
い
を
と
お
し
て
、
松
本
さ

ん
の
記
録
行
為
は
、
市
民
に
よ
る
新
し
い
ア
ー
ト
の
支
援
の
形
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
か
つ
て
文
化
芸
術
の
支
援
と
い
え

ば
、
富
と
権
力
を
握
っ
た
一
部
の
人
間
が
行
う
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
新
し

い
支
援
方
法
は
も
っ
と
分
散
的
か
つ
集
積
的
な
方
法
を
と
る
。
プ
ラ
美
作
品

の
展
示
さ
れ
た
お
店
に
行
く
、
一
つ
一
つ
の
行
為
は
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
、

や
ろ
う
と
思
え
ば
誰
で
も
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
全
部
平
等
に
回
っ
て

記
録
す
る
こ
と
な
ど
、
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
松
本
さ
ん
の
存

在
が
ど
れ
だ
け
プ
ラ
美
出
展
者
や
お
店
の
方
々
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
励
み
に

な
る
か
。
そ
の
精
神
的
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
松
本
さ
ん
は
帰
り
際
に
、
次
回
か
ら
プ
ラ
美
に
参
加
し
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る
お
店
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
こ
の
お
店
の
方
は
、
プ
ラ
美
の

こ
と
を
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
そ
う
だ
が
、
松
本
さ
ん
が
ア
ル
バ
ム
を
見

せ
る
と
興
味
を
も
っ
た
ら
し
い
。
い
ず
れ
こ
ち
ら
か
ら
ご
挨
拶
に
伺
う
こ
と

を
約
束
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
自
然
に
人
の
手
を
介
し
て
プ
ラ
美
は
広
ま
っ

て
い
く
。
町
の
人
た
ち
が
耕
し
、
よ
り
豊
か
に
な
っ
た
奈
良
の
土
壌
の
な
か

に
、
プ
ラ
美
は
根
付
い
て
い
く
。

時
代
の
記
録
者
、

松
本
紀
美
代
さ
ん
と
写
真

取
材
・
文　
一
般
財
団
法
人
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
・
後
安
美
紀

写
真
提
供 

松
本
紀
美
代

ルポルタージュ
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３
回
目
く
ら
い
の
奈
良
県
障
害
者
芸
術
祭 

H
APPY SPO

T N
ARA

（ 

注
）に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
初
め

て
現
場
に
行
っ
た
日
、
で
き
た
て
ほ
や
ほ
や
の

マ
ッ
プ
を
全
店
舗
に
配
る
よ
う
言
わ
れ
て
、
自
転

車
に
乗
っ
て
配
っ
て
回
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
プ
ラ

美
と
の
最
初
の
出
会
い
で
す
。

も
と
も
と
僕
は
奈
良
が
好
き
、
ア
ー
ト
が
好
き

で
、
奈
良
で
ア
ー
ト
関
係
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

や
っ
て
た
ん
で
す
。
ア
ー
ト
展
示
で
面
白
い
の
は

会
場
係
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
場
係
っ
て
、
誰

も
来
な
い
時
間
、
ひ
と
り
で
ぼ
ー
っ
と
す
る
時
間

が
た
ま
に
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
何
も
し
な
い
で
い

る
、
静
寂
の
時
間
が
。
仏
教
の
修
行
み
た
い
な
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。僕
は
一
時
期
、座
禅
に
は
ま
っ

て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
座
禅
や
立
禅（
り
つ
ぜ
ん
）

の
よ
う
に
、
音
を
立
て
な
い
で
丁
寧
な
所
作
で
そ

の
場
に
存
在
す
る
こ
と
の
得
難
さ
が
あ
っ
て
、
そ

こ
に
会
場
係
の
面
白
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
翌
年
か
ら
、
プ
ラ
美
に
本
格
的

に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(

注) 

二
〇
一
一
年
よ
り
始
ま
っ
た
奈
良
県
内
の
障
害
の
あ
る
人
た

ち
の
表
現
を
知
り
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
や
多
様
性
を
発
見
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
主
催  

奈
良
県
）

去
年
、
プ
ラ
美
の
旗
を
配
る
の
に
自
転
車
で
回
り

ま
し
た
。
い
い
お
店
は
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
く

あ
っ
て
、
な
ら
ま
ち
界
隈
と
自
転
車
の
相
性
が
い

い
と
思
い
ま
す
。
あ
ん
ま
り
奈
良
の
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
お
し
ゃ
れ
な
お
店
が
あ

る
ん
だ
と
か
、
こ
ん
な
風
に
展
示
さ
れ
て
い
る
ん

だ
と
か
、
こ
れ
ま
で
作
品
し
か
見
て
い
な
か
っ

た
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
実
際
に
知
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。

（
回
っ
て
い
て
印
象
に
残
っ
た
お
店
は
あ
り
ま
し

た
か
？
） 

そ
う
で
す
ね
、「
う
と
・
う
と
」っ
て
い

う
、
ご
は
ん
ど
こ
ろ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
や
っ
て

い
る
お
店
が
あ
っ
て
、
旗
を
置
か
せ
て
も
ら
っ

た
ら
す
ぐ
に
行
く
つ
も
り
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

そ
の
お
店
の
ご
主
人
が
、「
い
い
か
ら
上
が
っ
て

い
け
」と
。
作
品
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
モ
ノ
が

置
か
れ
て
あ
る
店
で
、
そ
う
、
壁
一
面
の
本
棚

の
な
か
に
、
天
井
桟
敷
の
本
と
か
が
色
々
あ
っ

て
、「
昔
は
こ
う
だ
っ
た
」と
か
寺
山
修
司
の
話

に
な
り
ま
し
た
ね
。
ご
主
人
は
ア
ー
ト
に
も
詳

し
く
て
、「
こ
れ
も
こ
ん
な
ふ
う
に
置
い
て
い
た

ら
、
ア
ー
ト
や
」と
か
。
30
分
く
ら
い
居
た
で
し
ょ

う
か
。
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
冊
子
の
店
主
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
担
当
し
て

も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
よ
く
知
っ
て
い
る
お
店

も
多
か
っ
た
と
か
？
）は
い
、
学
生
の
時
か
ら
、

な
ら
ま
ち
が
好
き
で
住
ん
で
い
ま
す
。
さ
く
ら

バ
ー
ガ
ー
さ
ん
に
は
学
生
時
代
か
ら
通
っ
て
い

ま
し
た
。

今
年
初
め
て
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
プ
ラ
美
の
お
見
合

い
展
示
に
関
わ
っ
て
、
何
が
印
象
的
だ
っ
た
か
と

い
う
と
、
た
く
さ
ん
の
絵
に
囲
ま
れ
て
、
た
け
う

ち
さ
ん
が
ま
る
で
プ
ラ
美
ソ
ム
リ
エ
の
よ
う
だ
っ

た
こ
と
で
す
。「
う
ち
の
お
店
の
あ
の
壁
に
こ
れ

合
う
と
思
う
？
」、「
そ
う
で
す
ね
、
カ
フ
ェ
＊
＊

さ
ん
だ
っ
た
ら
、
あ
っ
ち
よ
り
こ
の
サ
イ
ズ
も
い

け
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
一
回
や
っ
て
み
ま

し
ょ
う
か
？
」と
か
、
き
ら
き
ら
し
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
っ
て
感
じ
で
し
た
。

プ
ラ
美
は
、
二
〇
〇
五
年
、
滋
賀
の
大
津
で
「
ひ

と
・
ア
ー
ト
・
ま
ち
」（
主
催   

近
畿
労
働
金
庫
）

の
一
企
画
と
し
て
始
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。
ア
ー

ト
は
美
術
館
の
中
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

町
な
か
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
活
の
な
か
に

あ
る
と
い
う
思
い
が
、
企
画
を
立
ち
上
げ
る
原

動
力
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。「
ひ
と
・
ア
ー
ト
・

ま
ち
」は
関
西
の
都
市
を
巡
回
す
る
企
画
で
、

二
〇
一
〇
年
に
大
阪
の
南
船
場
で
開
催
し
た
時

は
、
御
堂
筋
沿
い
の
難
波
神
社
に
大
き
な
絵
馬

を
作
品
と
し
て
展
示
し
、
町
行
く
人
た
ち
を
驚

か
せ
た
り
も
し
ま
し
た
。
二
〇
一
一
年
か
ら
は
、

僕
ら
の
地
元
で
継
続
的
に
開
催
し
た
い
と
思

い
、
プ
ラ
美
はH

APPY SPO
T N
ARA

で
引
き

継
ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

奈
良
で
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
一
つ

の
場
所
で
時
間
を
か
け
て
や
っ
て
き
た
か
ら
こ

そ
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
作
品
を
出
す
側
の
意
識
も
少
し

ず
つ
変
わ
っ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
。
自

分
の
欲
望
を
そ
の
ま
ま
描
い
た
よ
う
な
作
品
だ

け
で
な
く
、
こ
こ
に
展
示
さ
れ
た
ら
い
い
な
あ

と
い
う
希
望
の
よ
う
な
も
の
が
出
て
き
た
。
宛

先
が
で
き
て
き
た
と
い
う
か
。
額
装
に
も
気
を

つ
か
っ
た
り
と
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
の

意
識
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。

プ
ラ
美
は
作
品
を
参
加
し
て
い
る
お
店
に
押
し

つ
け
る
も
の
で
は
な
い
ん
で
す
。
絵
を
選
ぶ
の

は
主
催
者
で
は
な
く
、
お
店
の
人
た
ち
な
ん
で

す
ね
。
僕
だ
と
絶
対
に
選
ば
な
い
絵
を
、
お
店

の
人
が
い
き
な
り
ば
っ
と
選
ぶ
。
内
心
、「
え
ー
っ

そ
れ
を
選
ぶ
ん
で
す
か
？
」と
思
う
の
だ
け
ど
、

い
ざ
お
店
に
飾
っ
て
あ
る
絵
を
み
る
と
、
そ
れ

が
す
ご
く
か
っ
こ
い
い
、
よ
く
似
合
っ
て
い
る

と
思
う
こ
と
が
あ
っ
て
。
自
然
と
多
様
な
ア
ー

ト
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
か
、

僕
自
身
の
目
が
肥
え
て
い
く
よ
う
な
瞬
間
に
立

ち
会
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

プラ美を今回初めて知った方も多いはず
だ。しかしプラ美の歴史は意外と古い。
プラ美の現場裏を知る一般財団法人た
んぽぽの家のスタッフが、これまでに経
験したプラ美にまつわる思い出を語っ
た。

た
け
う
ち
し
ん
い
ち

ア
ー
ト
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
始
め
、
い
つ
の

間
に
か
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
ス
タ
ッ
フ
に

大
井
卓
也

ア
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
研
究
す
る
大
学
院
を
修

了
し
、
去
年
か
ら
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
ス
タ
ッ
フ
に

岡
部
太
郎

学
生
イ
ン
タ
ー
ン
の
と
き
か
ら
数
え
る
と
、

た
ん
ぽ
ぽ
の
家
ス
タ
ッ
フ
歴
、
は
や
も
う
16
年

春
田
千
尋

H
APPY SPOT N

ARA

運
営
委
員
を
務
め
、
今

年
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
に

「うと・うと」エントランス風景　
（撮影：松本紀美代）

プ
ラ
美

ス
タ
ッ
フ
の

思
い
出
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